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【司 会】 それでは次は、岐阜女子大学教授、久世均が「飛騨高山匠の技デジタルア

ーカイブ」と題して、お話をさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

 

「飛騨高山匠の技 

デジタルアーカイブについて」 

岐阜女子大学 教授 

久 世   均 

 

【久 世】  

 本年度から、岐阜女子大学は文部科学省の私

立大学研究ブランディング事業というのに採

択されました。これは５年間の事業なのですけ

れども、「地域資源デジタルアーカイブによる

知の拠点形成のための基盤整備事業」というテ

ーマで５年間やることになりました。この事業

の中の一つとして、今回、この「デジタルアー

カイブin高山」を開催させていただきました。 

 ここではデジタルアーカイブというお話を

させていただきます。 

 デジタルアーカイブというと、いわゆる写真を撮って、今お手元にございますような

形の冊子をつくっていく、またはWebをつくっていくというのがよく言われるデジタル

アーカイブというふうにお考えになる方が多いと思うんですけれども、2000年ぐらいの

ところでデジタルアーカイブというのが、一つのブームになりました。 

2000年に日本全国でデジタルアーカイブということが行われたんですけれども、今現

在遡って見てみると、そこでアーカイブされたものというのは現在全然残っていないん
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です。例えば、Webでつくったとしても、そ

のWebは全然残っていない。それから、Web

を制作したときに撮影した静止画や動画

も残っていないというようなのが現実で

す。 

 そこで、私どもがデジタルアーカイブと

いうことを考えたときに、その2000年のと

きのデジタルアーカイブの手法ではだめ

だろうということで、ここに知の増殖型サ

イクルというふうに書いてございますけれども、この新しいデジタルアーカイブするこ

とによって、新しい知を創造させる仕組

みをつくっていかないと、アーカイブと

いうのはこれから広がっていかないので

はないかというふうに考えています。 

 例えば、デジタルアーカイブというの

は、この冊子をつくるということだけで

はなくて、またはWebをつくるということ

だけではなくて、これから記録をとった

ものを100年残すと、そういうふうに考え

ていただくと、アーカイブというものの意味がわかるのではないかと思っています。 

 私ども、この飛騨とは別に沖縄のデジタルアーカイブの研究もしています。そこで、

例えば沖縄の首里城というのが大体2000

年ぐらいに復元されたんですけれども、

その沖縄の首里城も復元をするというと

きに、戦争で焼失した以前の、いわゆる

琉球王国のときのそのままの首里城を復

元したいということを沖縄では考えまし

た。 

 しかし、その時の資料の多くは戦争に
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よって焼失しておりました。実はそのときに一番、首里城の復元で役に立ったというの

が、よくいわれる鎌倉芳太郎の写真なんですね。それが今から100年前に撮った写真が、

その復元の唯一の根拠になったんですね。 

 このように、今、この飛騨高山の匠の技というものをデジタルアーカイブするという

ことは、100年後にこれが役に立つようなものをつくっていこうというのが、実は私ど

もの目的と考えているわけです。 

 先ほどのいわゆる首里城の復元の鎌倉芳太郎のように、そのときに非常に有効になる

ような、新たな価値が出てくるような、そういうものをデジタルアーカイブで実現しよ

うということを考えています。 

 知識基盤社会ということが、現在の社会の中で言われいますけれども、一体、知識の

基盤になるものは何なのかということを考えていったときに、もちろん大学であったり、

または県なり市町村の図書館というのが、実は知識の基盤になるものをつくっていくべ

きなんですけれども、現状では大学も知識の基盤になるものをつくって提供していくと

いうことはなかなか少ないというのが現状です。 

 そういう意味においては、今回、知識基盤社会の基盤になるものをつくっていこうと

いうのが、今回のブランディング事業の中での一つの動機になってます。 

 また、現在、社会の中では、例えばブックオフとか、またはメルカリとかというのを

見ていくと、いわゆるいろんな物の循環というのがどんどん進んできているということ

は、皆さんも御承知かと思います。私どもは、これからは、知そのものが循環型の社会

になっていくと考えています。今までのようなフローの、いわゆるどんどん情報をつく

っていって、どんどん流し込んでいくという、そういう社会の中から、ストック、すな

わちきちっとした確かなものをきちっと記録をとって、それを循環できるような仕組み

をつくっていくということが、これからのアーカイブの中での一つの姿ではないかとい

うふうに考えているわけです。 

 もう一つ、地方創生イノベーションの創出というふうに書かれています。地域にはい

ろんな課題を抱えているわけですね。今回の匠の技という点においては、例えば伝統文

化産業というものは持続可能にしていくのがなかなか難しいという課題が存在してい

ます。そういうものを持続可能にしていく人材の養成というのも一つの地域の課題とし

て上げられてきているわけですね。 
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 そんなときに、何か一つ価値というも

の、新たな価値というものを創造してい

かないと、そういうものを持続可能にし

ていくことができないのではないかと

考えているわけです。 

 今回、この飛騨の匠の技のデジタルア

ーカイブというようなものの中で、ポイ

ントとしては、歴史的な視点というもの

を総合的にまとめるということをやっ

ていこうということを考えています。それと同時に、これを海外に発信するというよう

なことも今後考えていきたいということを思っています。 

 今、まだこのアーカイブは昨年度から始まったわけですけれども、まだ十分行われて

いませんので、まだ途中ということですけれども、今年度から５年間かけて、このアー

カイブを進めていきたいというふうに考えています。 

 やることは、こんな、今やっているようなことを行っているわけですけれども、例え

ば今回、飛騨産業さんの御協力を得ながら、いわゆる木工の一つの家具ですね。こうい

うものをつくっていくプロセスを実は記録としてとらせていただいています。これも、

私どもは一つ考えがございまして、今まではどちらかというとデジタルアーカイブとい

うのは結果をアーカイブすることが非常に中心だったんですね。しかし、新しいものを

つくり出すということを考えていくと、いわゆるプロセスをアーカイブするということ

が多分必要になってくるのではないかということで、極力、プロセスをアーカイブしよ

うということで、先ほどの飛騨の一位一刀彫のほうも、つくっていただいているところ

を実は多方向でビデオを撮って記録をしていく。この飛騨の春慶もそうですけれども、

そのつくっている、そういうものの記録をとっていこうというようなことで、今進めて

いるというような状況です。 

 今後は、この木工の技であったり、そのほかのものも今、総合的につくり込んでアー

カイブしていこうというようなことで、またそれも高山市内だけではなくて、飛騨地区

だけではなくて、奈良の地区、奈良県であったり、そういうようなものも含めた形で今、

撮影をしていきたいというふうに考えています。 
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 これを今、どういう形で展開していこうかということで、一つはWebをつくっており

ます。皆さんの資料の中にＱＲコードが、先ほどの冊子の中に、各それぞれのところに

実はございます。ＱＲコードを携帯で読み込んでいただきますとWebが出てまいります。

今後その中に動画や、もっとたくさんの写真というものをつけていきたいと考えていま

す。 

 そのほかに、もう一つ、タブレットの教材も今つくり込んでおります。今タブレット

のアプリケーションというような形で、一つの写真も、それからこの中に動画も入れ込

んでいこうという形に今しております。これが動画で、こんな形で動画を入れていこう

という形で、今つくり込んでいます。 

 もう一つ、実際にこれをアーカイブするということを考えていきますと、一つずつの

情報の中にメタ情報をつけていかなければいけないということになっています。今、メ

タ情報の項目を設定して、それからメタ情報をつけて、そして100年残すというような

ことを今この中では考えて、100年後にきちっとした形で役に立つようなものを本学の

中でつくっていきたいというふうに

考えているということでございます

ね。 

 もう一つ、先ほどお話をしていた

アーカイブで、知的創造モデルとい

うことを少し考えているわけですけ

れども、アーカイブというのは一つ

の記録をとっているわけですけれど

も、それをWebであったり、冊子であ

ったり、アプリであったりというよ

うな形で活用できるような形にしていくと。そういうものから、もう一つ新しいものを

創造するということ行っていきたいと考えています。 

 そのためには、一つの新しいこと、評価というものを少し提案していかなければいけ

ないだろうというようなことで、例えば公共財としての価値や、文化財としての価値と

いうものをもう少し強調していきたいというふうに考えているわけです。 

 例えば、歴史資料というような形の中で、１方向だけではなくて一つのサイクルにな
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るような形のことを今回の事業の中でできればというふうに考えております。 

 これからデジタルアーカイブを推進していくために、人材の養成というのが非常に重

要だと考えております。本学はこの人材の養成というのが一つの使命としてあるのでは

ないかと考えています。 

 このデジタルアーカイブは国のほうで、このデジタルアーカイブ整備基本法（仮称）

をつくろうとしておりますので、またこれからデジタルアーカイブというのが一つの大

きな節目に多分なってくるだろうというふうに考えています。 

このデジタルアーカイブをするというのは、地域のアーカイブはやっぱり地域で行う

というのが原則だろうというふうに考えております。そのために、地域で、そのデジタ

ルアーカイブをできる専門家（そういう方を私たちはデジタルアーキビストというふう

に呼んでおりますけれども）の養成をしていきたいと考えています。 

  

  

【司 会】 久世先生、飛騨の匠とそれから岐阜女子大学におけますデジタルアーカイ

ブとのかかわりについてのお話、ありがとうございました。 

 


